
　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
に
付
加

保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と

で
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
が
発
生
し
た
と
き
に
、
付
加
年
金

を
併
せ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
付
加
保

険
料
を
納
付
し
た
月
数
に
応
じ
た
額

と
な
り
ま
す
。

納
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
／
①
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者　
②
任
意
加

入
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
を
除

く
）

付
加
保
険
料
の
額
／
月
額
４
０
０
円

受
給
す
る
付
加
年
金
額
／
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※
例
え
ば
20
年
間
、
付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合
、
１
年
間
で
受
け
取

る
付
加
年
金
額
は
４
８
、
０
０
０

円（
２
０
０
円
×
２
４
０
月
）と
な

り
ま
す
。
受
給
期
間
２
年
で
、
納

め
た
付
加
保
険
料
と
同
額
と
な
り

ま
す
。

申
し
込
み
方
法
／
年
金
手
帳
と
印
鑑

を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

●
付
加
保
険
料
は
、
当
該
月
の
翌
月

末（
納
期
限
）ま
で
に
必
ず
納
め
て

く
だ
さ
い
。

●
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
そ
の
月

か
ら
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
再
度
納

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た

め
て
申
し
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
付
加
年
金
制
度
に
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
☎
62
‐
５
３
３
２
）

旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

「
陶
芸
ｄ
ｅ
婚
活
」参
加
者

募
集

　
陶
芸
教
室
で
一
緒
に
湯
飲
み
と
皿

を
作
り
ま
す
。
最
後
の
回
に
ワ
ッ
フ

ル
を
焼
き
、
自
分
の
作
品
で
食
べ
ま

す
。
陶
芸
を
通
じ
て
、
気
の
合
う
人

と
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
は
全
３
回
行
い
ま
す
。

日
時
／
●
第
１
回
：
９
月
29
日
（日）　

●
第
２
回
：
10
月
19
日
（土）　
●
第
３

回
：
11
月
10
日
（日）

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
５
時

場
所
／
旭
市
内

参
加
資
格
／
●
男
性
：
独
身
で
市
内

在
住
の
人　

●
女
性
：
独
身
の
人

（
市
外
も
可
）

※
３
回
全
て
参
加
で
き
る
人

定
員
／
男
女
各
６
人

費
用
／
男
性
６
、
０
０
０
円
、
女
性

４
、
０
０
０
円（
３
回
分
）

締
め
切
り
／
９
月
13
日
（金）

申
し
込
み
方
法
／
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生

年
月
日
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

問
旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

事
務
局（
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支

援
班
内
・
☎
62
‐
５
３
９
６　

de 
ai-con@

city.asahi.chiba.jp

）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
、
旭

市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

asahishi-dc.com
/

）で
。

後
継
者
育
成
の
た
め
の
補
助

旭
市
農
林
水
産
業
後
継
者

育
成
事
業

　
旭
市
の
農
林
水
産
業
の
次
世
代
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
、
お
よ
び
後
継
者
を

育
成
す
る
た
め
の
講
演
会
な
ど
の
開

催
や
研
修
参
加
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
、
講
演
会
の

開
催
や
研
修
参
加
前
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
以
内
で
随
時
募
集
し

年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

ま
す
。

対
象
／
●
市
内
で
農
林
水
産
業
に
従

事
し
て
い
る
人　
●
市
内
に
引
き
続

き
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民
登
録
の

あ
る
40
歳
未
満
の
人

※
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。　

問
農
水
産
課
振
興
班（
☎
68
‐
１

１
７
４
）

付加保険料を20年間納めると……
○付加保険料の納付総額
　　　　400円×20年（240月）＝96,000円
付加年金を3年間受け取ると……
○1年間で受け取る付加年金額 
　　　　200円×20年（240月）＝48,000円

○3年間で受け取る付加年金額
　　　　48,000円×3年＝144,000円　

付加年金の受取額の計算式（例）

補助対象事業 補助対象経費 補助率 補助限度額

講演会等開催事業
※�受講者10人以上
の事業に限る。

報償費、会場借上料、その
ほか必要と認められる経費

補助対象経費の
1／2以内 100,000円

研修参加支援事業

公的機関が実施する研修会
参加経費（交通費、宿泊料、
研修負担金）、そのほか必要
と認められる経費

〃 1人当たり
250,000円

旭市農林水産業後継者育成補助の対象事業

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み
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ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
を
目
指
し
て

「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」を

実
施
し
ま
す

　
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
促

進
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
市

内
一
斉
に
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
道
路
や
公
園
な
ど
に
落
ち
て
い
る

ご
み
を
集
め
、
き
れ
い
な
旭
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
29
日
（日）　
午
前
８
時
〜

※
当
日
は
、
午
前
７
時
に
防
災
無
線

で
周
知
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

●
集
め
た
ご
み
は
、
缶
、
瓶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
に
あ
る
ご
み
は
、
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
集
合
場
所
や
ご
み
の
集
積
場
所
は
、

区
ま
た
は
実
施
す
る
団
体
な
ど
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
環
境
美
化
班（
☎
62
‐
５

３
２
９
）

旭
市
で
開
催

２
０
１
３
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手

権
大
会
女
子
日
本
代
表
選
手
選
考
会

　
12
月
に
モ
ロ
ッ
コ
王
国
で
開
催
さ

れ
る
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権

に
出
場
す
る
女
子
日
本
代
表
を
選
考

す
る
大
会
が
、
旭
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
／
９
月
24
日
（火）
〜
27
日
（金）

場
所
／
総
合
体
育
館

※
自
由
に
入
場
で
き
ま
す
。

来
場
者
特
典
／
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
無

料
サ
ー
ビ
ス
、
選
手
の
サ
イ
ン
ボ
ー

ル
が
当
た
る
抽
選
会

「
卓
球
講
習
会
」
を
開
催

日
時
／
９
月
23
日（
月
・
祝
）　
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
小
学
生
以
上

費
用
／
無
料

持
ち
物
／
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ

申
込
開
始
日
時
／
９
月
14
日
（土）　
午

前
９
時
〜

問
体
育
振
興
課
体
育
振
興
班（
総

合
体
育
館
内
・
☎
64
‐
１
１
３
２
）

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

療や救急業務についての理解と認識を深めることを目的
に、全国各地でさまざまな行事が行われます。　
　当院では心肺蘇生法や、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
の使用方法を、寸劇を通じて説明し、実際に体験しても
らいます。誰でも参加できるので、いざというときに備
え、この機会を活用してみませんか。
日時／９月９日（月）　午後１時〜３時
場所／本館１階待合ホール

附属看護専門学校で「彩花祭」を開催　
　当院の附属看護専門学校では、地域の人たちとの交流
を深め、学校をより知ってもらおうと、彩花祭を開催し
ています。今年のテーマは「光」。皆さんそろって来てく
ださい。
日時／９月20日（金）　午前10時〜午後２時30分、21
日（土）　午前９時30分〜午後２時30分
場所／旭中央病院附属看護専門学校
内容／フリーマーケット、軽食、華道、マッサージ、血
圧測定、ゲームなど
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

高めよう健康意識「第46回市民健康講座」開催
　定期的に講座を開催しています。申し込みは不要です。
日時／９月28日（土）　午後２時〜４時（開場：午後１時
30分）　※午後１時20分旭駅発、病院行きバスあり。
場所／本館３階しおさいホール
内容／●講演１「子宮体がんについて〜増えている女性
のがんです〜」（産婦人科・医師：八重樫優子）　●講演
２「在宅でできる褥

じょく

瘡
そう

（床ずれ）発生の予防〜基本的な皮
膚のケアの方法について〜」（皮膚・排

はい

泄
せつ

ケア認定看護
師：加瀬昌子）

「救急の日」のイベントに来てみませんか
　９月９日は救急の日。この日を含む１週間は、救急医

バックハンド！

　秋の全国交通安全運動を９月21日（土）〜30日（月）
まで、全国一斉に実施します。運動期間中の９月30
日は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　皆さん一人一人が交通安全を考えて行動し、悲惨な
交通死亡事故をなくしていきましょう。
運動の重点目標
１．子どもと高齢者の交通事故防止
２．�夕暮れどきと夜間の歩行中・自転車乗車中の交通

事故防止（反射材用品などの着用の推進と自転車
前照灯の点灯の徹底）

３．�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底

４．飲酒運転の根絶

光ります　ルールとマナーと　反射材
秋の全国交通安全運動実施

問い合わせ先　
市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）
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